
勢
州
多
気
逢
鹿
郷
正
南
相
去
五
百
歩

許
ば
か
り 

有
山
曰
経
塚 

冢 つ
か

上
有
老
松
蒼
幹
龍
髣
彿 

雲
撃
天
近
観
遠
望
宛
如
張
蓋
土
人
呼
曰
経 

冢
松
権
輿

け

ん

よ

寥
々

り
ょ
う
り
ょ
う

無
知
其
来
由
者
誠
可
憾
矣 

郷
人
鶴
林
庵
医
伯
書
写

妙
経

み
ょ
う
ぎ
ょ
う

毎
一
石
一 

字
都

す
べ
て

来
六
萬
九
千
三
百
八
十
餘
言
挙
筆
辛 

酉
九
月
壬
戌
六
月
功
成
乃
供
養
法
施
埋
之 

経
塚
且
将
樹
碑
勒
銘
伝
於
不
朽
属
余
以
記 

其
縡こ

と

余
合
掌
随
喜
告
曰
衆
経
中
王
最
為
第 

一
諸
佛
全
身
堅
固
舎
利
降
霊
本
致
秘
要
奥 お

う 

蔵 ぞ
う

皆
於
此
経
宣
示
顕
説

け
ん
ぜ
つ

故
吾 

能 の
う

仁 に
ん

世
尊

せ

そ

ん 

自
唱
曰
諸
佛
於
此
得
三
菩
提

さ

ん

ぼ

だ

い

転
於
法
輪
入 

伊
勢
国
多
気
相
可
の
里
の
真
南
、
五
百
歩
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に 

経
塚
と
い
う
山
が
あ
る
。
塚
の
上
に
一
本
の
老
松
が
あ
り
、
長
い
年

月
を
経
た
幹
は
龍
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。 

雲
を
突
き
破
り
、
天
が
近
く
見
え
、
は
る
か
遠
く
を
見
渡
す
か
の 

よ
う
で
、
あ
た
か
も
天
蓋

て
ん
が
い(

仏
像
な
ど
の
上
に
か
ざ
す
傘
上
の
装
飾

物)

の
よ
う
に
み
え
、
地
元
の
人
は
経
塚
松
と
呼
ぶ
。 

事
の
起
こ
り
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
そ
の
由
来
を
知
る
者
が
い
な

い
の
は
ほ
ん
と
う
に
残
念
な
こ
と
だ
。
こ
の
里
の
人
で
す
ぐ
れ
た
医

師
の
鶴
林
庵(

佐
田
林
庵)

は
あ
り
が
た
い
お
経
を
一
つ
の
石
に
一
字

ず
つ
書
き
写
し
た
。
全
部
で
六
万
九
千
三
百
八
十
余
り
に
及
ぶ
と
い

う
。
書
き
始
め
た
の
は
辛
酉

か
の
と
と
り

九
月
で
、
壬
戌

み
ず
の
え
い
ぬ

六
月
に
こ
の
立
派
な
行

い
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
う
し
て
供
養
し
、
こ
れ
を
埋
め
た
。
経
塚
ま

さ
に
碑
を
た
て
、
そ
の
来
歴
、
記
録
を
刻
み
、
永
く
後
世
に
伝
え
よ

う
と
し
た
。
そ
こ
で
私
は
そ
の
事
柄
を
記
す
。
私
は
手
を
合
わ
せ
て

祈
り
、
あ
り
が
た
く
思
い
、
多
く
の
人
々
に
告
げ
て
次
の
よ
う
に
言

っ
た
。〔
法
華
経
は
〕
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
の
な
か
で
最
も
重
要
、
諸
経

の
王
で
あ
る
。
諸
仏
は
全
身
、
堅
固
な
舎
利(

釈
迦
の
遺
骨)

で
あ
り
、

降
霊(

仏
の
位
で
は
な
い
諸
天
善
神
等
の
こ
と)

の
本
致
で
あ
り
、
秘

要
奥
蔵(
奥
に
秘
め
ら
れ
た
最
も
重
要
な
事
柄)

で
あ
る
。
す
べ
て
こ

の
経
に
明
ら
か
な
形
で
説
か
れ
、
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
お

釈
迦
さ
ま(

能
仁
世
尊
は
釈
迦
の
尊
称)

自
ら
が
唱
え
て
い
う
こ
と
に

は
、
諸
仏
は
こ
こ
に
お
い
て
三
菩
提(

悟
り)

を
得
て
、
教
え
を
説
き
、 

経
塚 

碑
文 

 

上
段…

原
文 

 
 
 
 

下
段…

現
代
語
訳    

（ 

）
内
は
注
釈
、〔 

〕
内
は
補
足 

資料 18 経塚碑文の原文及び訳文 



般
涅
般

は

つ

ね

は

ん

若

田
宅

園

林
若

樹
下

石

上
留

止

之 

処
神
物
衛
護
矣
医
伯
姓
佐
田
名
道
倹
字
致 

恭
自
号
正
山
隠
士
又
号
栽
松
堂
培
之
其
淳 

厚

誠

実

郷

人

所

知

也

余

乃

作

銘

曰 

岌
々
南
山 

民
具
瞻

ぐ

せ

ん

之 

雲
瑞
光
応 

妙
典
鎮
斯 

塵
劫

じ
ん
ご
う

不
朽 

福
利
無
涯 
経
塚
嘉
名 

名
実
獲
時 

維
時

こ
れ
と
き

寛
保
二
年
歳
次
壬
戌
夏
六
月 

伝
天
台
宗
教
沙
門
獅
子
吼
堂
主
人
妙
空
慧
海
叟
和
南
誌 

宝
暦
十
年
庚
辰
秋
八
月 

勢
州
洞
津
国
臣
森
其
章
琢
卿
父
拝
書 

   

悟
り
に
導
き
、
私
は
般
涅
槃(

完
全
な
悟
り)

に
入
る
。
田
や
家
、
庭
園 

や
林
の
よ
う
に
、
樹
の
下
や
石
の
上
の
よ
う
に
、
こ
れ(

一
石
一
字
経)

を 

と
ど
め
る
と
こ
ろ
、
神
聖
な
も
の
が
守
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
す
ぐ
れ
た

医
者
で
姓
は
佐
田
、
名
は
道
倹
、
字

あ
ざ
な

は
致
恭
と
い
う
人
は
自
ら
正
山
隠
士

と
号
し
、
又
は
栽
松
堂
と
号
し
て
、
こ
れ(

一
石
一
字
経)

を
こ
つ
こ
つ
と

作
り
上
げ
、
そ
の
素
朴
で
人
情
に
あ
つ
く
、
誠
実
な
人
柄
は
こ
の
里
の
人

の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
て
、
言
う
。 

高
く
そ
び
え
る
南
山
、
民
衆
は
共
に
仰
ぎ
見
る
。
め
で
た
い 

し
る
し
で
あ
る
光
が
こ
た
え
、
妙
典(

法
華
経
の
別
称)

が
こ
の
よ
う
に
し 

ず
め
、
お
だ
や
か
に
す
る
。
は
か
り
し
れ
な
い
時
間
は
朽
ち
る
こ
と
な
く
、 

幸
福
と
利
益

り

や

く

は
限
り
が
な
い
。
経
塚
は
縁
起
の
よ
い
名
で
あ
る
。
名
前
と 

実
質
が
と
も
に
よ
い
機
会
に
め
ぐ
り
あ
い
、
栄
え
る
。 

時
は
寛
保
二
年(

一
七
四
二)

、
年
ま
わ
り
は

壬
み
ず
の
え

戌い
ぬ 

夏
六
月 

 

天
台
宗
の
僧
侶
、
妙
空

み
ょ
う
く
う

慧
海

え

か

い(

＝
獅
子
吼
堂
主
人
、
叟
和
南)

が

〔
碑
の
文
章
を
〕
記
す
と
伝
え
る
。 

宝
暦
十
年(

一
七
六
〇) 

庚
か
の
え

辰た
つ 

秋
八
月 

勢
州(

伊
勢
国)

洞
津

あ

な

つ(

安
濃
津

あ

の

つ)

藩
の
家
臣
、
森
其
章

き
し
ょ
う

琢
卿(

其
章
の

字
あ
ざ
な)

が
拝
ん
で
〔
碑
文
の
文
字
を
〕
書
く
。 

〈
参
考
〉
こ
の
経
塚
と
直
接
関
係
が
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
林
庵
が
経
を
石
に 

書
き
始
め
た
の
は
寛
保
元
年
九
月
、
同
年
七
月
に
は
「
寛
保
の
洪
水
」
と

い
わ
れ
る
大
洪
水
で
宮
川
堤
が
決
壊
、
伊
勢
神
宮
周
辺
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
お
り
、
相
可
の
あ
た
り
も
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
苦
し
む
人
々
の
救
済
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
経
塚
と
も
考
え
ら
れ
る
。 


